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飛島建設株式会社 

 

住    所 

〒213-0012 

神奈川県川崎市高津区坂戸3-2-1 

連絡先：〒270-0222 千葉県野田市木間ヶ瀬 5472 飛島建設（株）技術研究所 

ＴＥＬ（04）7198－7559    ＦＡＸ（04）7198-7586 

 

施工名・製品名 丸太打設液状化対策＆カーボンストック（LP-LiC）工法 

製品の開発・調達

の目的及び背景 

地球温暖化は深刻化し、温室効果ガスの削減は喫緊の課題である。また、逼迫する首都圏直下

地震、南海トラフの地震などの地震災害に対して国土強靭化策を進めることも喫緊の課題であ

る。特に地震で生じる地盤の液状化は、広範囲で発生し、遠方でも甚大な被害が生じるため、環

境負荷が少なく低コストな持続可能な方法での対策が望まれる。一方、日本の森林資源は、極め

て豊富で使用すべき時代となっている。新たな木材需要を生み出す必要があり、政策的にも土木

分野における木材の幅広い利用拡大が期待されている。 

本技術は、かつては使われていたが現在ではほとんど使われなくなった木杭が地下水の浅い地

盤においては今もなお機能を果たし健全であることに着目し、これを液状化対策材料として使用

し、環境負荷が極めて小さく地球温暖化緩和策となる液状化対策技術として確立したもので、こ

の技術により、木材利用の需要拡大につなげる。 

製品・調達の特徴 

間伐材の皮を剥ぎ先を尖らせただけの生材の丸太を用い、意図的に地球温暖化緩和を行う液状

化対策を世界で初めて実現した。 

 住宅メーカ等と連携し、関東圏などの都市部において、間伐材を大量に使用する本工法の需要

拡大をはかり、これらの工事への木材の販路拡大を狙う。 

本工法は木材を大量に使用するため、素材生産者等と連携し、工事への安定供給をはかる。 

間伐材の樹種名 ・スギ、カラマツ等の主に針葉樹。（基本的には樹種は問わない） 

間伐材利用の状

況・使用実績 

・間伐材の利用量（材積の実績）：570m3 

（間伐材の調達は、千葉県森林組合、長野県木材協同組合連合会、高知県森林組合連合会等と連

携） 

消費・購買の効果

等 

・現場見学会（千葉県、長野県、三重県、高知県で実施）、説明会・報告会（東京都、三重県、埼

玉県、千葉県、長野県などで実施）、技術展示（宮城県、富山県、千葉県、神奈川県、東京都な

どで実施）などの普及活動を推進。2015 年度、ミサワーム(株)様より大型分譲住宅（97 戸）に

おける液状化対策受注（丸太本数 13,420本、材積 1,208m3） 

製品写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭隘地における施工(浦安市) 工事での二酸化炭素排出と丸太による炭素

貯蔵量の収支における他工法との比較 

8.5 

58.5 

-76.0 

-100

-50

0

50

100
密度増大工法

（砂）

深層混合処理工法

（セメント）

丸太打設工法

1
m
3
改

良
当

た
り

の
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

（
k
g
-
C
O
2
/
m
3
）

↑

貯

蔵

排

出
↓

液状化対策

A=500m2，D=8m

省エネ効果

炭素貯蔵効果


